
｢特定非営利活動法人 食の安全を確保するための微生物検査協議会｣講演会開催のお知らせ 
  平成 14年 11月､食に関する病原微生物を専門とする有志 8名が集まり､食の安全を脅かす微生物学的
な諸問題を解決するため｢食の安全を確保するための微生物検査協議会｣を設立しました｡ 
  平成 23年度より、特定非営利活動法人としての法人格を取得し、新たな出発をいたします。その最初
の事業として、第 9回(通算)講演会を開催いたします｡ 
講演会の演者には、  

第一演題として、国立医薬品食品衛生研究所 衛生微生物部 の鎌田 洋一 先生 と 大西 貴弘 

先生をお迎えして、「新たに判明した寄生虫による食中毒の詳細とその検査法」をお話いただきます。鎌

田先生には「生鮮獣肉を共通食とする食中毒」を、大西先生には「生鮮魚肉を共通食とする食中毒」を

お願いしております。 
第二演題として、東邦大学医学部微生物・感染症学講座 の石井 良和 先生をお迎えして、「拡張型

β-ラクタマーゼ産生菌の増加と食品衛生への影響」をお話いただきます。 
  検査機関や食品関係の企業､食品衛生関連のお仕事を担当しておられる方に是非ともお聞きいただき
たい講演会です｡ 
 講演会資料作製実費として 2,000円をお支払いいただければどなたでもご参加いただけます。 
開催要領 
日時： 2011年 5月 31 日火曜日 13時 00 分～16時 10 分 (開場 12時 00 分) 
会場： 日本橋公会堂 4階ホール 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-31-1 
 最寄駅：東京メトロ半蔵門線水天宮前駅 徒歩 2分､日比谷線及び都営浅草線 人形町駅 ､東西線

茅場町駅 もご利用になれます 
プログラム：  
13時 00分～16時 00分 
  特定非営利活動法人としての出発にあたってのご挨拶 理事長 小沼 博隆 

講演Ⅰ「新たに判明した寄生虫による食中毒の詳細とその検査法 

①―生鮮獣肉を共通食とする食中毒」 

  鎌田 洋一 先生（国立医薬品食品衛生研究所 衛生微生物部 第三室長） 
②―生鮮魚肉を共通食とする食中毒」 

   大西 貴弘 先生（国立医薬品食品衛生研究所 衛生微生物部 第四室長） 
  NPO法人化報告  
講演Ⅱ「拡張型β-ラクタマーゼ産生菌の増加と食品衛生への影響」 

 石井 良和 先生（東邦大学医学部微生物・感染症学講座 教授） 
申込み： 下記ホームページから申込書をダウンロードして、ファクシミリで､5月 20日までにお送り下さい｡ 
参加費：講演会の資料代として 2,000円 
申込み：講演会への参加申込みは､お名前､御所属､御住所､お電話番号､ファクシミリ番号など､必要事項

を御記入のうえ､本協議会事務局へファクシミリ(Fax：042-529-6256)でお送り下さい｡受講券を
5月 23日～27日頃 FAXでお送りします｡お申込みは 5月 20日までに (当日参加も可) 

問合せ先：特定非営利活動法人 食の安全を確保するための微生物検査協議会 事務局 
 http://www.foodsafety-bikyo.com 電話･Fax 042-529-6256 


